














発達過程にある子どもにとっては障害・疾病の有無にかかわりなく養育環境が重要である。

しかし、いかなる養育環境が子どもの発達を促し、あるいは遅らせ、歪めたりするのであ

ろうか。この問題は子ども時代における発達の可塑性 plasticity、代償性にてらして単純

に結論が得られるわけではない。 

しかしながら、複雑な養育環境に関する研究も初期からの子どもの生活の場にある環境刺

激に注目し、養育環境と子どもの交渉体験 interaction の過程を実証的に把握する試みが

なされてきている。乳幼児期における環境刺激とは実際上家庭養育環境を意味しているこ

とが多く、このような家庭養育環境評価の一方法として HOME1)(the Home Observation for 

Measurement of the Environment;Home-Inventory)がある。また、HOMEは家庭訪問法であ

るが、これに基づいて作成された質問紙法として HSQ2)(Home Screening Questionnaire)

がある。すなわち、HSQ の目的は乳幼児の家庭環境を短時間に高度な熟練を要することな

く評価し、乳幼児の環境上に調整、支援を必要とするものをみつけるスクリーニング方法

である。すでに日本版 HSQ3)の実施を試みてきたが、今回は、さらにこの方法の有効性に

つき以下の課題につき検討した。 


